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２０２６年 ３月２９日  第５７６号 
 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

岡田 重美 
土山町南土山甲 78-15 

℡ 66-0696 

Fax 66-0696 

西山 実 
水口町本丸 3-28 

℡ 62-3044 

Fax 62-3044 

 

 ２０２６年３月定例議会は、２月１２日開会し、３月１８日まで開かれました。新年度予算案を

軸に集中審議も行われました。日本共産党は、一般会計、国保・後期高齢者医療など６議案につい

て理由を述べて反対しました。また請願１件と４件の意見書が提案されました。「非核三原則の堅持

を求める意見書」が賛成多数で可決されました。 
 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度　　　〇は賛成　●は反対　ーは棄権 賛成 反対
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令和８年度一般会計予算 市長 木村　眞雄 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和８年度国民健康保険特別会計予算 市長 木村　眞雄 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

令和８年度後期高齢者医療特別会計予算 市長 冨増　力章 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

令和８年度介護保険特別会計予算 市長 北田　麗子 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

国民健康保険税を引き上げる条例改正 市長 木村　眞雄 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

１件の特別会計、４件の企業会計令和８年度予算案 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

1件の条例制定と８件の条例改正、6件の補正予算 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

物価高騰に見合う年金の引き上げを求める請願 市民 山岡　光広 西村　慧 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

非核三原則の堅持を求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 奥村　則夫 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● ● ○

消費税減税の早期実施を求める意見書 岡田　重美 西山　実 木村　眞雄 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ― ● ● 〇

選択的夫婦別姓制度の速やかな導入を求める意見書 西山　実
岡田　重美

堀　　郁子

小倉　剛

西田　忠
否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇

日本国国章損壊の罪の早期制定を求める意見書 小倉　剛
中島　裕介

出口雅之

西山　実

木村　眞雄
可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 ●
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共産党

物価高騰対策 

地域応援クーポン券  
全ての市民 一人あたり 6,000 円  

 

 ４月１日を基準日(以降の転入者・出

生者も対象)として、全ての市民を対象

に、市民一人当たり６，０００円の「地

域応援クーポン券」を配布します。配布

時期は 4 月・5 月。活用は６月から。 

■市内本店の中小企業者の店舗及び

商工会員の事業所利用分 

  3,000 円×約 89,500 人 

■市内店舗利用分 

  3,000 円×約 89,500 人 

 全体で５億７，０３３万６千円 
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 新年度予算に盛り込まれた要求の

主なもの。 
 ◆家庭児童相談室 女性相談支援

員１名増員(岡田議員が昨年９月議

会一般質問で拡充求めていた) 
 ◆ケアマネの研修補助実現(岡田

議員が昨年３月議会一般質問で求め

ていた) 
 ◆甲南第二小学校敷地内に学童保

育を設置するための設計費計上(山
岡議員が昨年６月議会一般質問で求

めていた。令和１０年開所予定) 
 ◆身寄りのない人への支援策拡充

(山岡議員が拡充求めていた) 
◆宅配ボックス補助(経費の 2 分の

一補助、上限 5 千円、6 月から申請) 
 ◆住宅リフォーム助成(二度目の

申請も認める。一般的なリフォーム

を対象に) 
 


